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青空と緑と産業のまち昭和町

手話劇も上演

福祉まつり
県内ではあまり例をみない手話劇や手話コーラスなどが行われだ第11回福

祉まつり。お祭りが行われだ4月22日は、朝から会場の総合会館に約ア00
人の人達がつめかけましだ。

お祭りでは、押越と飯喰の大正琴部のみなさんによる演奏をはじめ、手話劇

の「舌切り雀」が上演され、参加者の人達は手の動きとその意味を興昧深そう

に見入っていました。

この他、模擬庖や福祉バザーなどの各種コーナーが設けられ、どのコーナー

にもだくさんの人だかり。「できだてのやきそばがおいしそうJr砂糖や洗剤も

安いわねJとまだだく間に売り切れまし疋。

(町の人口)

男 6，302人( -1) 

女 6，032人(-18) 

計 12，334人(-19) 

世帯数 4，050戸(十17)

1990 5月 1日現在。()内は前月比

NO.152 
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泉民が

揚票再

昭和町長選挙

任期満了に伴う昭和町長選が五月八日告示され、

現職の泉幸弘氏(紙漉阿原)が無投票で再選されま

した。

当選された泉氏には五月十四日、町選挙管理委員

会の井上久雄委員長から当選証書が付与されまし

た。

A 選挙管理委員会から当選証書在受ける泉氏。

再
任

ωご
あ
い
さ
つ

M

町
民
総
参
加
の

心
の
通
っ
た
対
話
町
政
を
M

新
緑
が
目
に
し
み
る
好
季
節
と
な
り

ま
し
た
が
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
お

元
気
で
お
過
し
の
事
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
度
、
町
民
の
多
く
の
人

達
の
温
か
い
ご
理
解
と
信
頼
を
い
た
だ

き
、
無
投
票
当
選
と
い
う
栄
誉
あ
る
結

果
の
中
で
再
ぴ
町
政
を
担
当
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん

の
厚
い
信
頼
に
こ
た
え
る
べ
く
、
初
心

に
か
え
っ
て
町
民
の
す
べ
て
の
人
達
が

健
康
で
明
る
い
幸
福
な
生
活
が
出
来
る

様
努
力
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
四
年
前

「
町
民
総
参
加
の
心

の
通
っ
た
対
話
町
政
」
を
基
本
理
念
と

し
て
、
身
近
な
環
境
整
備
と
き
め
こ
ま

か
な
町
政
の
推
進
を
は
か
つ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
こ
の
考
え
は
今
後
も
変
わ

り
な
く
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

今
、
昭
和
町
を
は
じ
め
各
町
村
は
、

二
十
一
世
紀
に
向
っ
て
大
き
く
変
貌
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
リ
ニ
ア
モ

l
タ

ー
カ

l
の
実
験
線
の
路
線
も
近
々
決
ま

り
、
ま
た
、
中
部
横
断
自
動
車
道
の
建

設
も
急
速
に
進
め
ら
れ
る
時
に
、
町
の

将
来
展
望
を
真
剣
に
考
え
、
そ
し
て
そ

の
基
盤
づ
く
り
を
す
る
大
切
な
時
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
様
な
重
大
な
時
で
の
町
の
舵
取

り
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
ま
た
責
任
の

伴
う
も
の
と
痛
感
し
、
心
を
新
た
に
し

て
こ
れ
に
対
処
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ

り
ま
す
。
ど
う
か
町
民
の
み
な
さ
ん
も

こ
れ
ま
で
よ
り
以
上
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
共
に
子
を
取
り
合
っ

て
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
の
時
代
の
大

波
を
乗
り
き
り
、
幸
福
で
住
み
よ
い
福

祉
社
会
へ
の
布
石
を
築
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
再
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

② 平成2.6.I 広報しようわ

4

司
職
員
の
出
迎
え
在
受
け
、
再
選
後
、
初
登
庁
。



昭和町の

歴史会明劫ゼニ

を発刊「昭和町誌』

町
が
編
さ
ん
を
続
け
て
き
た
「
昭
和

町
誌
」
が
こ
の
ほ
ど
発
刊
の
は
こ
び
と

な
り
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
昭
和
三
十
三
年
に

「昭

和
村
誌
」
を
発
刊
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
本
町
は
、
県
都
甲
府
に
隣
接
す
る

た
め
都
市
化
の
波
に
よ
り
住
宅
化
が
進

み
、
さ
ら
に
は
、
新
興
工
業
地
域
と
し

て
発
展
す
る
な
ど
か
つ
て
な
い
大
き
な

地
域
変
革
の
時
代
に
入
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
社
会
、

産
業
、
政
治
経
済
の
移
り
変
わ
り
、
昭

和
町
の
起
源
、
歴
史
、
現
状
な
ど
を
明

確
に
し
、
後
世
に
正
し
く
伝
え
残
そ
う

と
昭
和
六
十
二
年
に
昭
和
町
誌
編
さ
ん

委
員
会
を
設
置
し
、
三
カ
年
計
画
で
作

業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

町
誌
は

A
5
判
で
、

「総
説
」「
自
然

と
環
境
」
「
昭
和
町
の
歴
史
」
「
集
落
と

人
口
」「
昭
和
町
の
政
治
」「
産
業
と
経

済
」「
交
通
・
運
輸
・
通
信
」
「
教
育
と

文
化
」

「福
利
と
厚
生
」
「
治
安
と
消

防
」
「
宗
教
」
「
生
活
と
文
化
」
の
十
二

編
が
収
め
ら
れ
、
写
真
、
図
、
表
を
使

っ
て
細
か
く
解
説
。
ま
た
、
単
な
る
資

料
集
成
に
と
ど
ま
ら
ず
、
わ
か
り
や
す

い
解
説
で
本
町
の
時
代
の
流
れ
な
ど
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
区
・
組
長
さ
ん
を
通
じ
て
申

込
み
を
受
付
け
ま
し
た
が
、
各
ご
家
庭

に
ぜ
ひ
一
冊
備
え
て
い
た
だ
き
、
わ
が

昭
和
町
の
歴
史
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ご
希

望
の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
企
画

調
整
室
(
箇
苅

1
2
1
1
1内
線
⑩
・

⑫
)
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

』

F

「
昭
和
町
誌
」
町
の
歴
史
、
産
業
、
文
化
な
ど

が
目
編
に
収
め
ら
れ
、
写
真
、
図
、
表
を
使
っ

て
細
く
解
説
し
て
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
農
家
の
代
表
で
す

市
名
が
新
震
業
委
員
に

任
期
満
了
に
伴
う
昭
和
町
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
が
、
四
月
二
十
四
日
に
告

示
さ
れ
、
同
日
次
の
十
一
名
の
方
々
が

無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

議
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
学
識
経
験
者
三

名
、
農
業
協
同
組
合
及
ぴ
農
業
共
済
組

合
か
ら
推
薦
さ
れ
た
理
事
各
一
名
も
そ

れ
ぞ
れ
決
ま
り
、
こ
れ
か
ら
三
年
間
、

農
家
の
代
表
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
(
敬
称
略
・
届
出
順
)

V
選
挙
に
よ
る
委
員

高
野
孝
雄
(
西
条
二
区
)

秋
山
久
幸
(
紙
漉
阿
原
)

内

藤

武

(

築

地

新

居

)

山

本

宣

誉

(

飯

喰

)

切

万

柴

幸

(

河

西

)

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護

委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で

す。
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日

に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権

を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば

民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人

の
機
関
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度

の
始
ま
り
で
す
。

全
国
の
人
権
擁
護
委
員

は
、
六
月
一
日
を
「人
権
擁
護

荻
野
和
男
(
河
東
中
島
)

坂
田
文
一
(
西
条
新
田
)

O
清
水

森

重

(

押

越

)

O
向
山
聖
護
(
西
条

一
区
)

笹
本
照
男
(
清
水
新
居
)

O
金
丸

英

一

(

上

河

東

)

〔

O
は
会
長

O
は
副
会
長
〕

V
選
任
に
よ
る
委
員

-
議
会
推
薦

角
野
忠
夫
(
西
条
一
区
)

飯

野

威

(

河

東

中

島

)

田

中

満

(

築

地

新

居

)

・
農
業
協
同
組
合
推
薦

井

口

等

(

西

条

二

区

)

・
農
業
共
済
組
合
推
薦

小
池
徳
次
(
紙
漉
阿
原
)

を
中
心
と
し
て
み
な
さ
ん
と
と
も
に
一

層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま

す。
本
町
に
も
泉
町
長
か
ら
推
薦
さ
れ
、

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
左
記
の
人
権
擁

護
委
員
の
方
々
が
い
ま
す
の
で
、
悩
み

ご
と
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

V
井
口
等
氏
西
条
四
二
八
六

箇
万
1
2
0
5
0

V
雨
宮
惰
弐
氏
河
東
中
島
二

O
二
六

冨
万
ー
2
0
4
8

V
望
月
朝
徳
氏
押
越
一
六
六
二

箇
万
l
3
4
6
5

h
F

農
政
の
諸
問
題
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
新
農
業
委

員
の
方
々
。

一
人
ひ
と
り
に
当
選
証
書
、
か
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

(
特
設
)
人
権
身
の
上

」

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

一

児
童
、
生
徒
の
い
じ
め

・
体
罰
の
問

一

題
、
扶
養

・
相
続
、騒
音

・
悪
臭
公
害
な

↑

ど
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
悩
み
ご
と

一

の
相
談
を
受
付
け
ま
す
。
相
談
は
無
料

一

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

一

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一

V
日
時
六
月
二
十
一
日
附

午

前

十

一

時
か
ら
午
後
三
時

一

V
場
所
中
央
公
民
館

一

V
お
問
合
せ
役
場
総
務
課
(
箇
花
|

一

2
1
1
1内
線
⑮
⑪
)
ま
で

し
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正
V
一

一・ae
一

一ク
一

一イ
一

一の
ニサ
一

-
H
d
一

古
紙
の
回
収
・
利
用
に
よ
っ
て
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
再
生
利
用
〉
を
進
め

て
い
く
こ
と
は
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
点
か
ら
た
い
へ
ん
重
要
な
こ

と
で
す
。
資
源
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
乏
し
い
日
本
で
は
、
従
来
か
ら
紙
の
リ
サ

イ
ク
ル
巴
努
力
し
て
き
た
結
果
、
い
ま
で
は
紙
の
原
料
の
約
半
分
は
古
紙
と

な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
で
は
、
地
球
環
境
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
森
林
資
源
の
保

護
、
あ
る
い
は
大
都
市
な
ど
巴
お
け
る
ご
み
処
理
問
題
、
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
い
ま
ま
で
に
も
増
し
て
、
古
紙
の
回
収
・
利
用
、
か
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

紙
巴
よ
る
ご
み
問
題
巳
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

紙
ご
み
を
減
ら
し
、

資
源
の
有
効
利
用
を

本
町
で
一
年
間
に
捨
て
ら
れ
る
ご
み

の
量
は
、
い
っ
た
い
ど
の
く
ら
い
に
な

る
と
思
い
ま
す
か
。
答
え
は
、
可
燃
ご

み
・
不
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み
を
合
わ
せ

て
約
千
七
百
六
十
九
ト
ン
。
町
民
一
人

が
約
百
四
十
四
同
を
捨
て
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
が
全
国
と
な
る
と
ご
み

の
量
も
莫
大
な
も
の
で
、
昭
和
六
十
二

年
度
で
約
四
千
六
百
四
十
七
万
ト
ン
。

こ
れ
を
東
京
ド

l
ム
に
換
算
す
る
と
、

百
二
十
五
杯
分
に
も
な
り
ま
す
。
前
年

と
比
べ
て
百
七
十
二
万
ト
ン
、
東
京
ド

ー
ム
で
約
四
・
六
杯
分
も
増
え
た
計
算

で
す
。年

々
、
ご
み
の
量
は
増
、
ぇ
続
け
る
一

方
で
す
が
、
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
が
、

紙
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

ご
み
の
減
量
や
資
源
の
有
効
利
用
の
観

点
か
ら
、
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
心
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

〈》
新
聞
と
雑
誌
は
分
け
て
回
収
に

家
庭
の
中
を
、
一
度
ぐ
る
っ
と
見
回
し

て
く
だ
さ
い
。
新
聞
、
雑
誌
を
は
じ
め
靴

や
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
洗
剤
な
ど
の
箱
、
段
ボ
ー

ル
箱
な
ど
が
目
に
つ
く
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
が
い
ら
な
く
な
っ
た
と
き

に
、
ご
み
と
し
て
捨
て
て
し
ま
う
の
で

は
、
資
源
の
有
効
利
用
に
な
り
ま
せ
ん
。

家
庭
内
で
集
め
て
、
チ
リ
紙
交
換
や
集

団
回
収
な
ど
に
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
そ
の
と
き
に
最
も
大
切
な
こ
と
は
、

古
紙
を
分
別
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

禁
忌
品
と
呼
ば
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
や
ゴ

ム
、
布
類
な
ど
、
紙
の
原
料
に
な
ら
な

か
っ
た
り
、
紙
を
作
る
う
え
で
重
大
な

障
害
を
起
こ
し
た
り
す
る
も
の
は
、
絶

対
に
入
れ
な
い
こ
と
で
す
。
で
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
分
別
す
れ
ば
い

い
の
で
し
ょ
、
っ
か
。

〈ψ
質
の
よ
い
再
生
紙
の
た
め
に

ま
ず
お
願
い
し
た
い
の
は
、
必
ず
新

聞
と
雑
誌
に
分
け
る
こ
と
で
す
。

「似
た

よ
う
な
も
の
だ
か
ら
、
分
け
る
必
要
は

な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
わ
れ
る
方
も

い
る
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
二
つ
の
紙
質

は、

「似
て
非
な
る
も
の
」
な
の
で
す
。

こ
の
二
つ
が
混
ざ
っ
て
い
る
と
、
質
の

よ
い
再
生
紙
が
で
き
ま
せ
ん
。

菓
子
箱
や
ワ
イ
シ
ャ
ツ
箱
な
ど
の
紙

箱
は
、
平
た
く
伸
ば
し
て
ま
と
め
て
分

別
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
牛
乳
パ
ッ
ク

は
一
部
の
製
紙
メ
ー
カ
ー
で
再
生
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
牛
乳
パ
ッ
ク

だ
け
を
分
別
回
収
し
、
新
聞
や
雑
誌
な

ど
の
古
紙
の
中
に
は
絶
対
に
入
れ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈ψ
身
近
な
紙
製
晶
に
再
利
用

こ
う
し
て
分
別
さ
れ
た
古
紙
は
、
回

収
さ
れ
て
再
ぴ
紙
に
な
り
ま
す
。
で
は
、

実
際
ど
の
よ
う
な
形
で
、
わ
た
し
た
ち

の
生
活
に
戻
っ
て
く
る
の
か
ご
存
じ
で

す
か
。
新
聞
や
雑
誌
は
も
ち
ろ
ん
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
や
チ
リ
紙
、
絵
本
、

ア
ル
バ
ム
、
紙
テ
ー
プ
な
ど
に
は
、
ほ

と
ん
ど
古
紙
が
入
っ
て
い
ま
す
。

〈ψ

一
年
間
の
新
聞
は
木
一
本
分

「
一
家
庭
か
ら
回
収
さ
れ
た
古
紙
が
、

ど
の
程
度
省
資
源
に
役
立
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
」
と
疑
問
を
も
っ
方
も
い
る

と
思
い
ま
す
。

地
域
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
が
、
一

家
庭
当
た
り
の
一
年
分
の
新
聞
が
、
直

径
十
四
セ
ン
チ
高
さ
八
メ
ー
ト
ル
の
立

木
約
一
本
に
相
当
す
る
と
い
っ
た
ら
驚

か
れ
る
で
し
ょ
う
。

広報しようわ ④ 平成2.6.I 

〈》
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
生
か
せ
ば
資
源
、

播
て
れ
ば
コ
ミ
」
小
屋

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
「
生
か
せ
ば

資
源
、
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
」
小
屋
を
総
合
会

館
内
児
童
館
南
側
に
設
置
し
、
有
価
物

の
回
収
に
努
め
て
い
ま
す。

こ
の
小
屋
に
は
、
い
つ
で
も
新
聞
、
雑

誌
、
布
き
れ
な
ど
の
有
価
物
が
出
せ
ま

す
。
出
す
際
は
、
前
に
も
述
べ
た
と
お
り

新
聞
は
新
聞
、
雑
誌
は
雑
誌
に
分
別
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

い
つ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
ま
す

が
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
古
紙
の
再
生
利
用
の
意
義
を
見
直
し
、

会
福
祉
協
議
会
(
箇
万
|
6
4
6
1
)

紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
践
を
お
願
い
し

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
各
家
庭
で
ま
す
。

古
紙
を
回
収
し
て
自
然
を
守
ろ
う
/

い
ら
な
く
な
っ
た
新
聞
や
雑
誌
な
ど

に
、
森
林
資
源
保
護
や
木
材
の
有
効
利

…

の
古
紙
を

一
ト
ン
集
め
る
と
、
直
径
十

用
の
立
場
か
ら
み
て
も
、
古
紙
の
再
生
利

…

…
四
セ
ン
チ
高
さ
八
メ
ー
ト
ル
の
立
木
に

用

は
た
い
へ
ん
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

…
換
算
し
て
、
い
っ
た
い
何
本
分
に
相
当
実
際
利
用
す
る
木
材
は
、
製
材
工
場

…

…
す
る
と
思
い
ま
す
か
。
答
え
は
二
十
本
な
ど
で
生
じ
る
残
材
や
使
い
道
の
少
な

…

で
す

。

い

低

質

材

を

有
効
利
用
し
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
に
回
収
・
再
生
利

ま

た
、古
紙
の
利
用
に
よ
り
、
パ
ル
プ
化

…

…
用
さ
れ
た
古
紙
は
、

一
千
二
百
五
十
一

の
工
程
で
重
油
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

…

…
万
八
千
ト
ン
。
日
本
で
生
産
さ
れ

る

紙

約

三
分
の
一
も
節
約
で
き
、
省
エ
ネ
ル

…

の
約
五
O
%
に
利
用
さ
れ
、
世
界

的

に

ギ

ー

に
も

一
役
員
っ
て
い
ま
す
。

み
て
も
最
高
水
準
に
達
し
て
い
ま
す

。

わ

た

し

た

ち

一
人
ひ
と
り
が
、
古
紙

…

こ
れ
を
立
木
に
換
算
す
る
と
、
約
二
憶
を
大
切
な
資
源
と
し
て
見
直
す
必
要
が

…

…
五
千
万
本
に
相
当
し
ま
す
。
ご
の
よ
う

あ
る
よ
う
で
す
。

…



脅
ク
一
ブ
プ
恥
ー
は
ど
の
チ
ー
ム
に
f

da
ク
ラ
ブ
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
開
幕

四
月
二
十
五
日
、
押
原
中
学
校
校
庭

で
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
(
町
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
主
催
)
が
閉
幕
し
、

い
よ
い
よ
熱
戦
の
火
ぶ
た
が
き
ら
れ
ま

し
た
。第

八
回
を
迎
え
る
今
年
か
ら
参
加
チ

ー
ム
が
二
十
五
チ

l
ム
と
増
え
た
た
め

一一一リ

l
グ
制
を
採
用
。

A
級
リ

l
グ
八

チ

l
ム、

B
級
リ

l
グ
八
チ

l
ム、

C

級
リ

l
グ
九
チ

l
ム
に
よ
っ
て
十
月
ご

ろ
ま
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

果
た
し
て
、
今
年
の
秋
に
ど
の
チ
ー

ム
が
優
勝
旗
を
子
に
す
る
の
で
し
ょ
う

企リーグ戦の開幕を告げるYNクラブAチーム原主将
の力強い選手宣誓。

(C級リーグ〉

1. 阿原クラブ

2. 西条一区ベアーズ

3. 飯喰フレン夕、ーズ

4. 米山実業クラブ

5. クボタグ、ンテfィーズ

6. YNクラブrB

7.押原クラブ

8. 押越クラブ

9. 富士通山梨クラブ

(8級リーグ〉

1. 昭手口クラブ

2. 西条一区クラブ

3. 中島クラブ

4. ラビットクラブ、

5. 西条二区 Bクラブ

6. 青水クラブ、

7. 上河東クラブ

8. 河西クラブ

(A級リーグ〉

1. Y NクラブrA

2. 昭和一般男子

3. スリーエスクラブ

4. 日立甲府クラブ

5. 西条二区Aクラブ

6. 築地クラブ

7. クリエー卜宅問

8. 上河東二区クラブ

一一一
一一一一一
一一

一

一

一

一一一一一一一一一一

一一一一一一一一一一一一一一
一一

一

一
一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一

一

交通安全街頭指導を実施

正
し
い
受
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
も
昭
和
バ
イ
パ
ス
で
街
頭
指
導
を
実

ー
の
実
践
を
呼
び
か
け
よ
う
と
施
。
南
甲
府
受
通
安
全
協
会
昭
和
支

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
部
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
会
、
白
の
会

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
な
ど
の
み
な
さ
ん
、
ガ
、
チ
ラ
シ
や
風
船

、
ガ
実
施
さ
れ
ま
し
だ
。
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
「
気
を
つ
け

こ
の
期
間
中
、
子
ど
も
や
お
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
」
と
受
通
安

年
寄
り
の

つ
U

t
i
-

:
1

1

1

1

3

1

;

ト
，t
a
t
-
-

;

I

u
-
-

一
全
を
呼
び

、.、FL

・-、，、
E

'

圏、l

，，，，、.，，圏、.
-

事

故

防

一
応

不

友

し

と

ゆ

と

む

て

一か
け
ま
し

止
、
シ
|
-

'

一た。

ト
ベ
ル
ト

一
つ

な

ご

う

無

事

故

の

輪

一

本
町
で

の
着
用
、

γ
l
i
t
-
'
1
1
1
1
0
1
1
1
1
E
1
1
1
1
1
1

』

t
i
t
-
-

し
も
年
々
受

無
謀
運
転
の
追
放
、
飲
酒
運
転
通
量
、
ガ
増
加
し
、
交
通
事
故
、
ガ
多
発
し

の
絶
滅
な
ど
を
重
点
目
標
に
各
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
期
間
中
に
限
ら

地
で
多
彩
な
運
動
、
ガ
繰
り
広
げ
ず
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
、
思

ら

れ

ま

し

だ

。

い

や

り

の

山

で

突

通

安

全

を

山

、

が

け

ま

四
月
十
三
日
に
は
、
本
町
で
し
ょ
う
。

、、

』

F
道
ゆ
く
車
に
風
船
や
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
-
父

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

区 〈 衛土 区区 翁 衛土 区区 〈 衛土 区 区 会 衛土 区 区 〈 衛土 区区 〈 決区
選 生木長 門 生木/長 夏 生木"長 伊 生木 長 璽 生 木 長 西 定長四

長E宣言 12長越詰/室長自宣言 室長告宣言f/ffLE宣言"室長引 ド
......... ......... ......... ......... 区 し・日

〉 た常付
。設け

委で

塁各
((L地
敬三ミ区
称 Vの
略 ζ 区
)イJ 長

り

区
長

• 
区
長
代
理

堀
之
内
一
郎

輿
石
甲
子
永

米

山

豊

次

長
沢
良
一

磯
部
和
司

名

執

益

夫

塚

原

春

雄

深

沢

邦

芳

塩
沢
美
智
雄

小
宮
山
秀
俊

内

海

賓

小太{呆林島
野田坂 田
原

紘明和忠
一一子仁美

藤

綱

秀

雄

青

柳

松

二

荊

沢

秀

次

加

賀

美

稔

後

藤

博

司

横浅斉藤花
田川藤本形

博誉先
之武治洋雄

鷹
野

誠

常
設
委
員
、
か

決
定
し
ま
し
た

• 区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

〈
紙
漉
阿
原
〉

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

〈
築
地
新
居
〉

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

〈飯

喰

〉

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

〈河

西

〉

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

〈上

河

東〉

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

〈上
河
東
二
区〉

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

深 雨 小
沢宮林

和清国
歳朗夫

白

κ
-

J

 

清
水

清
水

武
井

啓義幸昌
吉弘広夫

磯
部
政
良

大

辻

俊

孝

内

藤

幸

照

田

中

輝

光

沢
登
敬
治
郎

小名山鷹
沢 執 本 野

昭宣忠
馨 男 誉 利

秋石薬萩五
山原袋原昧

正重常
巳夫三孝昭

細伊保岩
田藤坂村

平成2.6.I 

征美通
勇義正通

広報しようわ

早
川
美
都
雄

上

田

昭

治

浅

川

正

道

上

湯

瀬

康

清

水

利

彦

⑤ 



印
税
視
と
の
納
付
隊
、
便
利
忽
口
座
振
替
で
/

町
で
は
、
納
付
者
の
利
便
を
図
る
た

め
、
今
年
四
月
か
ら
口
座
振
替
制
度
を

始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
従
来
よ

り
税
金
な
ど
の
納
付
手
続
き
が
簡
単
に

な
り
ま
す
の
で
、
便
利
で
確
実
な
預
金

口
座
か
ら
の
振
替
納
付
を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

マ
お
申
込
み
方
法

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
申

込
書
が
各
金
融
機
関
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
銀
行
の
お
届
印
と
納

税
通
知
書
を
お
持
ち
の
上
、
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
銀
行
に
な
い

場
合
は
、
役
場
税
務
課
(
冨
万
|
2

1
1
1
内
線
@
・
②
)
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

マ
利
用
で
き
る
預
金

-
普
通
総
合
口
座
・
当
座
預
金
口
座

マ
利
用
で
き
る
税
固
な
ど

-
町
県
民
税
(
普
通
徴
収
分
)
・
固

定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健

康
保
険
税
・
国
民
年
金
保
険
料

マ
振
替
日

各
納
期
の
最
終
日
に
振
替
し
ま
す
。

た
だ
し
、
全
納
す
る
場
合
は
前
納
期

納
入
期
日
(
そ
の
日
が
休
業
の
場
合

は
そ
の
前
営
業
日
)
で
す
。

マ
利
用
で
き
る
金
融
機
関

-
山
梨
中
央
銀
行
・
中
巨
摩
東
部
農

業
協
同
組
合
昭
和
支
所
、
同
西
条
支

所
、
同
常
永
支
所
・
甲
府
商
工
信
用

金
庫
・
巨
摩
信
用
組
合
・
甲
府
信
用

金
庫
・
東
京
相
和
銀
行
・
太
陽
神
戸

三
井
銀
行
・
富
士
銀
行
・
第
一
勧
業

長
一
丁

paゅ，
/
d
q

・

マ
お
問
合
せ

役
場
冨
万
|
2
1
1
1

-
税
金
の
こ
と
は
、
税
務
課
内
線

@
・
⑫
ま
で

-
国
保
税
・
年
金
の
こ
と
は
、
住

民
課
内
線
⑫
・
③
ま
で

申込期限
町・ 固定 軽自動 国民健康

国民年金
県民税 資産 税 車税 保 険 税

平成 2年
E 期 E 期

翌 年 度
B 月 B 月

B月20日 定期

7月四日 2 期 3 期
翌年度

9 月 9 月
定期

B月20日 3 期 3 期
翌年度

10 月 1 0 月
定期

9月20日 3 期 4 期
翌 年 度

11 月 11 月
定期

10月20日 4 期 4 期
翌年度

12 月 12 月
定期

11月20日 4 期
翌年 度 翌年度

月 月
l 期 定期

12月四日
翌年度 翌 年 度 翌 年 度

2 月 2 月
l 期 l 期 定期

平成 3年 翌年度 翌 年 度 翌年度
3 月 3 月

l月20日 l 期 l 期 定期

2月20日
翌年度 翌 年 度 翌年度 翌 年 度 翌年 度

1 期 l 期 定期 4 月 4 月

3月20日
翌年度 翌年 度 翌々年度 翌年度 翌 年度

l 期 l 期 定期 5 月 5 月

4月20日
翌年度 翌年 度 翌々年度 翌年度 翌年度

1 期 2 期 定期 B 月 6 月

5月四日
翌年度 翌年 度 翌々年度 翌 年 度 翌年度

l 期 2 期 定期 7 月 7 月

く申込期限と振替開始期〉

※町・県民税、固定資産税は、いつでも翌年度からの全納(前納)

の申込みができます。

※国民年金保険料は、随時、申込みができます。ただし、全期前

納については、前年度の 2月20日までに申込みをしてください。

V 分 なすしは T T T り 人ま ¥1
ノ
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一 三。 でれ忘続|ノ目当~ a::-c降、 | 芦 の 。方 書士六 !

ド 芝 、なれきベ国民平 2 ノ |川 個 に芝主十 l
十くまを 1 ・一一ー・一一 ~ Iてパ 人 よ。の歳 l

T T Iごんなときはすみやかに T T 
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~ 同山同
幼稚園謂誌の減免措置について

本町では、幼児教育の振興のため、昭和63年度から保育料の減免を行っ

ています。

これは、昭和町幼稚園就園奨励費補助事業に基づいて実施するもので

す。本町に住所を有し(当該年度の 6月1日現在)、幼稚園に在園する 4歳

児及び5歳児(当該年度の 4月1日現在の満年齢)の保護者に対し、次の

区分に応じそれぞれの減免をいたします。

砂減免の区分と減免額

1)平成 2年度町民税が非課税となる世帯

2)平成 2年度町民税が均等割のみの世帯

3)平成 2年度町民税の所得割が 5千円以

下となる世帯

4)平成 2年度町民税の所得割が 5千円以

上 5万 3千円以下の世帯

5)平成 2年度町民税の所得割が 5万 3千

円以上9万9千円以下の世帯 l人年額 10，000円
※ただし、同一世帯に所得割の納税義務者が 2人以上いる場合は、そ

の合計額とします。

80，000円
40，000円

1人年額

1人年額

老
人
生
き
が
い

パ
ス
旅
行

24，000円

16，000円

l人年額

l人年額

昭和60年4月2日

~昭和61年4月1日生まで

昭和59年4月2日

~昭和60年4月1日生まで

，------4歳児

対象児-→
L-5歳児

六
月
二
十
一
日
・
二
十
二

日

一

泊

二

日

V
場
所
千
葉
県
犬
伏
崎
方
面

V
負
担
金
一
万
一
干
円

V
お
申
込
み
方
法

老
人
ク
ラ
ブ
員
の
方
は
、
各
地
区
の

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
に
負
担
金
を
添
え
て

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
な
い
方

は
、
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
、
ま
だ

は
総
合
会
館
内
役
場
厚
生
福
祉
課
へ
負

担
金
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
o

v申
込
み
締
切
り
日
六
月
五
日

ω

V
お
問
合
せ
役
場
厚
生
福
祉
課
(
箇

汚
1
2
4
1
4
1
4
l内
線
⑬
)
ま
で
。

V
実
施
日

まで。惨お問合せは、町教育委員会 (箇 75-3737)

6
月
は
児
童
手
当

(
特
例
給
付
)
の

現
況
届
の
提
出
月

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
を
受
給
し

て
い
る
方
は
、
六
月
一
日
現
在
の
養
育

の
状
況
な
ど
を
現
況
届
書
に
よ
り
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

提
出
し
な
い
場
合
は
、
六
月
以
後
の

手
当
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
現
況
届
の
用
紙
は
、
受
給

者
に
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
現
況
届
の
提
出
は
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。

V
日
時
六
月
二
十
日
附
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
十
一
時
三

十
分
と
午
後
一
時
か
ら
四

時
ま
で

V
場
所
昭
和
町
総
合
会
館
ロ
ビ

l

vお
問
合
せ
役
場
住
民
課
(
雷
同
l

2
1
1
1
内
線
⑫
)
ま
で

町
で
は
、
毎
年
六
十
五
歳
以
上
の
方

を
対
象
と
し
定
一
泊
二
日
の
「
老
人
生

き
が
い
パ
ス
旅
行
」
を
実
施
し
て
い
ま

す。
今
年
も
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の

で
、
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

消
防
広
報
コ
ー
ナ
ー

甲
府
地
区
消
防
本
部
の
庁
舎
正
面
玄

関
の
展
示
ホ

l
ル
に
、
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ

ス
ク
を
用
い
た
消
防
広
報
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
の
映
像
は
「
い

の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
消
防
」
を
テ
ー

マ
に
消
防
の
仕
事
が

一
目
で
わ
か
る
よ

う
に
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
庁
舎
見
学
の
際
な
ど
に
は
、
ど

う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か

特
別
児
童
扶
養

手

当

制

度

特
別
児
童
扶
養
子
当
制
度
は
、
二
十

歳
未
満
の
心
身
障
害
児
を
扶
養
し
て

い
る
人
に
手
当
が
支
給
さ
れ
る
制
度

で
す
。

支
給
額
は
、
障
害
児
一
人
に
つ
き
月

額
四
万
二
千
六
百
円
(
重
度
)
、
二
万

八
千
四
百
円
(
中
度
)
で
す
。

対
象
児
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

一

級
1
一一一
級
と
四
級
の

一
部
、
ま
た
は
療

育
手
帳
の
A
l
1
、
A
1
2
、
A
1
3
と
B

1
1
の
一
部
に
該
当
す
る
程
度
の
障
害

を
有
す
る
児
童
で
す
。

な
お
、
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い

た
り
、
養
育
者
に

一
定
の
所
得
以
上
あ

る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

V
お
問
合
せ
役
場
厚
生
福
祉
課
(
箇

万
1
2
1
1
1
内
線
⑬
)
ま
で

甲
府
地
区
消
防
本
部
(
箇
但
|
1
1

8
0
)
か
ら

レ初
心
者ゴ

ル
フ
教
室

参
加
者
募
集

ブ
口
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
指
導

し
ま
す
。
ゴ
ル
フ
の
基
礎
技
術
を
身
に

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
?

V
対
象
一
般
成
人
男
女
(
グ
リ
ー
ン

で
の
プ
レ
ー
未
経
験
者
)

V
定
員
三
十
名
(
先
着
順
)

V
日
時
七
月
二
日
円
か
ら
七
月
二
十

七
日
閣
ま
で
の
毎
週
月
・
金
曜
日

午
後
八
時
か
ら
十
時
ま
で

V
会
場
昭
和
町
中
央
公
民
館
(
七
月

一
一
目
、
六
日
の
み
)
及
び
リ
バ
ー
サ

イ
ド
ゴ
ル
フ
練
習
場

V
申
込
み
期
間
六
月
十
八
日
円
か
ら

六
月
二
十
五
日
間
ま
で

V
参
加
料

六
千
円
(
実
費
)
。
た
だ
し
、

申
込
み
期
闘
を
過
ぎ
て
か
ら
の
参
加

取
消
の
場
合
、
返
金
は
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ゴ
ル
フ
練
習
場
の
回
数
券
に
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

V
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
町
教
育
委

員
会
(
万
|
3
7
3
7
)
ま
で
。

※
な
お
、
七
月
九
日
以
降
は
、
ク
ラ
ブ

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

EZTT21 
「気をつけて」

朝の一言忘れずに

==4月分--

レヘ¥
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サッカーで県制覇 f

... rチーム一丸となって、大きな目標に
向って一生懸命練習していますj

(西条一区)14歳三井猛樹君

今
月
は
、
先
月
号
で
ご
紹
介
し
た
押

原
ミ
ド
ル
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
主
将
を

務
め
る
西
条
一
区
の
三
井
猛
樹
君
に
サ
ッ

カ
ー
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
や
こ
れ
か
ら

の
目
標
な
ど
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

僕
が
小
学
校
に
入
学
し
た
時
の
登
校

班
の
班
長
さ
ん
が
ス
ポ
少
で
サ
ッ
カ
ー
を

し
て
い
た
の
で
、
全
員
が
集
合
す
る
ま
で

ボ
l
ル
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ

の
頃
、
テ
レ
ビ
で
サ
ッ
カ
ー
の
ア
ニ
メ
「
キ
ャ

プ
テ
ン
翼
」
を
し
て
い
て
夢
中
で
見
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
益
々
、
サ
ッ
カ
ー
に
興

味
を
持
ち
は
じ
め
、
父
が
少
女
バ
レ
ー
の
コ

ー
チ
を
し
て
い
た
関
係
か
ら
サ
ッ
カ
ー
の

監
督
さ
ん
に
話
し
を
し
て
も
ら
い
研
修

生
と
し
て
入
団
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
僕
と

サ
ッ
カ
ー
と
の
出
会
い
で
す
。

初
め
て
ボ

i
ル
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
時

は
、
う
れ
し
く
て
毎
日
の
よ
う
に
近
所
の

空
地
で
練
習
を
し
ま
し
た
。
隣
り
の
家
の

ガ
ラ
ス
を
割
り
、
困
っ
て
逃
げ
帰
り
あ
と

で
大
変
怒
ら
れ
た
苦
い
経
験
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
逆
に
初
め
て
の
合
宿
で
町
の
公

民
館
に
一
泊
し
、
夜
、
暑
く
て
眠
れ
ず
枕

な
げ
を
し
て
騒
い
だ
楽
し
い
思
い
出
な
ど

も
あ
り
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
体
験
し
学
び
ま
し
た
。

今
年
で
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
て
七
年
に
な

り
ま
す
が
、
誇
り
に
思
う
こ
と
は
、
真
冬

の
朝
練
で
も
起
こ
さ
れ
ず
に
一
人
で
起

き
て
行
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
サ
ッ
カ
ー
は
、
団
結
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

大
切
だ
と
い
う
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。
一

人
ひ
と
り
が
バ
ラ
バ
ラ
な
気
持
ち
で
は
、

絶
対
に
勝
て
な
い
と
思
い
ま
す
。
全
員
が

心
を
一
つ
に
し
て
こ
そ
強
い
チ
!
ム
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

中
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
は
、

学
校
の

部
活
と
ス
ポ
少
ミ
ド
ル
サ
ッ
カ
ー
の
両
方

の
試
合
に
出
て
い
ま
す
。
ミ
ド
ル
一
年
生

大
会
と
新
人
戦
で
は
準
優
勝
。
中
学
新

人
戦
で
は
、
三
位
と
な
り
三
年
生
に
な
っ

た
現
在
、
残
さ
れ
た
大
会
は
、
中
学
選
手

権
と
県
総
体
な
ど
で
す
が
、
目
標
は
優

勝
す
る
こ
と
で
す
。
県
総
体
で
優
勝
す
る

と
関
東
大
会
に
出
場
で
き
る
の
で
大
き

な
目
標
を
持
っ
て
、
毎
日
一
生
懸
命
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
高
校
に
進
学
し
て
も
ま

た
、
大
人
に
な
っ
て
も
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

省担
トマト、サラミ、プロセスチー

事つT(!)斜理
・材料2人分

卵2-3ヶ ピーマン見ヶ タマネギ中見ケ

ズ各適量サラダ油、塩、コショー各適量

・作り方

①ピーマンは種在取り、トマ ト、サラミ、共に薄めの輪切りにする。

②タマネギは薄切りにする。

③プロセスチーズは細切りにする。

④フライパンにサラダ油在少々引き熱し卵を割り入れる。

⑤自身が固まりかけたら①~③を適当に上に散らして塩、コショーで昧つけを

してフタをし、弱火で蒸し焼きにする。(その時、ナべ肌から水少々を入れても

良い。)

⑤卵黄が固まりかけたら火を止め、出来上り。

※上に散らす異は色どりを考えて何でもお好きなものをソース、ケチャップな

どお好みで、召上ってください。

エ
ッ
グ
• 
ピ
ザ

い
つ
も
の
目
玉
焼
き
の
目
先
を
変
え
て

栄養改善推進員

河野美子さん(築地新居)

|ちょっと一言 | 
網で魚など焼く時、酢で網をふいて

から焼くと焦げません。試してみてく

ださい。

思だ 最横 花文
鍬取 定年

花転 花文 桜文
背に 農篤

手短 yう、 日 持文 カ花 グ 1i・

L 、し 高文 吹芸 見 勤 見 化 ロ美明 づ文 〈 言己 寄通 タ博 ル末 ~ 
出汁 の字 雪誌 るを 酒も 酒の きの 肩の くに し書 つが、 カも l に
はは 幸が 埋 届

今手 妻の
隣下 最日

仲間 代時
に背 り真 芸け

手た 途絶
ナ老 プ 惑 こ骨拳 煮千、 さ生 も L、

志同 住宿 高気 人そ
育大に の心 花 る の い のわ

くれ れて
は日 歩巾 志同 生に

るさ
餅草 があ

見楽 料え f更に
心も 今ず う父お ら故 て占喜 のい 分れ 花ん のし 理た り t.i

のふ を~!l~ 温し ほで 意の にそ のる 惜さ のる
宴会 さも

楽友 う遠 開日
友を い頁

西ろ半 歩き
気 気 唄 れ 宴老 みん

香や 事単
しよ L 、~ ¥ きも

ほ周忌U ろセ』
に 2者 川 繰 がの もど 』二~ ¥ っと 盛親 L 、り .:;ノ 圭司五ロ 花畑
酌み 柳る う出 合軽 出れ 歌た 花日 花便 上の

花見 年賀
し 草

満を
ん みに ριs、、 花し L 、さ るに 幸 見脚 見 げ恩 開打 う。〉 じ 見 趣 酒伸 酒 る 酒状 L 、 つ
味 酒 味 び 事

柳川
を l工
持 か

井 中 相 森 森 ち堀 山
野高

磯 矢り 一ーー
ロ ;尺 ;尺 原、 田 田 内 本 ;尺 告F 崎 ネ中

あ み 美 み
素

男春
久 さt 4王 ず イえ よ 夏 花 玉 竜

~ 木 子 子 花 11 子 子 子 枝 オ支 星 樟f

⑧ 平成2.6.I 広報しようわ
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ゅうや

工藤祐弥くん
・H1.12. 27生 (西条二区)

・ (父)透 ・(回)知美

きょうすけ

桜井恭箔くん
eH1. 11. 24生 (紙漉阿原)

・ (父)健彦 ・(宙)敏美

名前の由来ー航海や航空からイメージされる

様に、地球規模の雄大で、大らかな人聞にな

って欲しいと患いましだ。兄の兼太朗と共lこ

ケンコウな兄弟です。

名前の由来一温和な人柄で誰からも好かれる

思いやりのある子に育って欲しいと願い姓にあ

う画数のこの名を{寸けましだ。常に大きな夢を

持って向上していって欲しいと思っています。

名前の由来一うやまう気持ちと、いつくしみ

の山をもてる優しい人になってもらいだいと

思い名性けまし定。

⑨
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
役
場
企
画
調
整
室

(
薗
河

1
2
1
1
f内
線
⑪
)
ま
で

υ

よ
り
よ
い
親
に

な
る
た
め
に

此

り

方親
は
こ
う
し
た

い
と
思
っ
て
い
る

の
に
、
子
供
は
親

の
意
志
に
つ
い
つ
い
反
す
る
よ
う
な
こ

と
を
し
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
上
手
な
此

り
方
を
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

「叱
る
」
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、

親
側
か
ら
考
え
れ

ば

「
こ
う
い
う
子
供
に
し
つ
け
た
い
」

「も
っ
と
良
い
子
に
育
て
た
い
」
と
い

う
願
望
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
子
供
側

か
ら
考
え
れ
ば
「叱
ら
れ
る
の
は
嫌
だ
」

「ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
叱
ら
れ
る
の

か
」「
口
で
言
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
の

に
」
と
叱
ら
れ
る
こ
と
に
少
な
か
ら
ず

抵
抗
を
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
全
然
叱

ら
れ
な
い
場
合
は

「悪
い
こ
と
を
し
た

ら
叱
っ
て
く
れ
な
い
と
困
る
」
と
い
う

不
安
感
も
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
こ

で
叱
る
・
叱
ら
れ
る
の
葛
藤
場
面
を
考

え
て
み
る
と
、
先
ず
親
が
子
供
を
こ
ん

な
ふ
う
に
育
て
た
い
と
い
う
理
想
像
を

明
確
に
し
て
、
次
に
は
ど
ん
な
こ
と
を

叱
る
か
の
基
準
・
尺
度
を
き
め
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
ら
が
決
っ
た

ら
子
供
の
生
活
全
体
を
よ
く
観
察
し
て

生
活
点
検
、
行
動
点
検
を
行
っ
て
叱
る

こ
と
、
ほ
め
る
こ
と
を
ま
と
め
て
お
き

ま
す
と
、
親
側
の
準
備
体
制
が
す
っ
か

り
整
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ
る
親
は

叱
る
こ
と
・
ほ
め
る
こ
と
の
一
覧
表
を

作
っ
て
指
導
に
役
立
て
て
い
ま
す。

結
局
叱
る
と
い
う
こ
と
は
親
の
気
晴

ら
し
や
意
地
悪
か
ら
出
発
す
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
あ
く

ま
で
も
親
は
わ
が
子
に
愛
情
を
も
っ

て
、
善
悪
の
判
断
の
で
き
る
人
間
に
育

て
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
そ
こ
に
は
深
い
愛
情
と
期
待
と
信

頼
が
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
叱
り
方
の
方
法
と
し
て
、

一
貫
性
を
も
っ
、
理
由
を
は
っ
き
り
さ

一命
令
究
完
売

一

平
成
二
年
四
月
一
日
i
四
月
三
十
日

一

ま
で
の
届
出
(
叡
都
路
〉

一
合
お
誕
生
。

一

〈
〉
内
は
保
護
者

一
⑩
清
水
新
居
マ
川
口
夢
子
(
隆
久
)

一
(⑩
西
条
新
田
マ
福
島
信
里
(
友
則
)

一
(⑩
河
東
中
島
マ
加
賀
美
紗
妃
(
悟
)

一

マ
柿
島
恭
平
(
恭
一
)
⑨
河
西
マ
佐

一
藤
礼
菜
(
忠
仁
)
マ
角
田
美
樹
(
清

一
重
)
マ
丸
尾
将
輝
(
稔
)
⑨
上
河
東

一
二
区
マ
田
中
咲
(
教
彦
)

せ
る
、
私
情
を
は
さ
ま
な
い
、
性
格
に

合
っ
た
叱
り
方
を
心
が
け
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

(
県
家
庭
教
育
資
料
よ
り
)

• 結

婚

• 
⑨
西
条
二
区
マ
新
津
啓
二
・
武
川

真

粧

美

⑨

清
水
新
居
マ
田
久
保

圭
介
・
長
田
桂
子
マ
三
井
利
明

・
海
野
恵
⑨
押
越
マ
金
川
秀
夫

・
大
沼
八
千
代
マ
山
田
準
一
・

大

屋

早

苗

⑨
河
東
中
島
マ
山
畠

克
博
・
河
野
牧
美
⑨
紙
漉
阿
原

マ
落
合
徳
仁
・
小
田
切
英
美
⑨

河
西
マ
一
之
瀬
幸
富
・
川
上
和
美

⑨
上
河
東
マ
亀
井
進
一
郎
・
前
嶋

智

恵

⑨

上
河
東
二
区
マ
金
丸
直

樹
・
柳
津
初
美
マ
川
又
昭
彦
・

中
嶋
み
ど
り

平成2.6.I 広報しようわ⑨ 



-
歯
の
衛
生
週
間
・

六
月
四
日
j
十
日

歯
肉
炎
と
歯
周
炎
が

わ
た
し
た
ち
の
歯
を
奪
う

永
久
歯
は
何
本
あ
る
か
ご
存
じ
で
す

か
。
答
え
は
二
十
八
本
(
親
知
ら
ず
は

除
く
)
。
こ
れ
ら
の
歯
が
、
食
べ
物
を
か

み
切
り
、
細
か
く
す
り
つ
ぶ
し
、
だ
液

と
混
ぜ
て
消
化
し
や
す
い
状
態
に
し

て
、
胃
へ
送
り
込
む
働
き
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
言
葉
を
発
音
す
る
の
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
永
久
歯
も
、

』

F

虫
歯
、
何
本
あ
る
か
な
?
毎
日
、
歯
み
が

き
し
て
自
分
の
歯
を
大
切
に
し
よ
う
ね
。

般
的
に
み
る
と
、
だ
い
た
い
七
十
歳
ぐ

ら
い
で
三
分
の
二
以
上
の
二
十
本
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
が
、
普
通
で
す
。

こ
う
し
た
原
因
に
、
虫
歯
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
が
、
最
近
で
は
歯
茎
に
炎
症

が
起
き
る

「歯
肉
炎
」
や
歯
槽
の
う
ろ

う
な
ど
の

「歯
周
炎
」
が
、
歯
の
喪
失

に
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。で

は
、
歯
肉
炎
や
歯
周
炎
の
症
状
と

原
因
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

歯
垢

/や

取露
。石
除込者E

つ

歯
肉
炎
は
歯
茎
が
赤
く
は
れ
、
歯
を

磨
い
て
い
る
と
出
血
す
る
と
い
っ
た
症

状
が
で
ま
す
。
こ
れ
は
歯
茎
に
炎
症
が

生
じ
た
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。
歯
と
歯

の
間
に
食
べ
物
が
押
し
込
ま
れ
て
い
た

り
、
歯
並
ぴ
が
悪
か
っ
た
り
す
る
の
が

原
因
で
す
。
ま
た
、

「歯
垢
」
な
ど
を
放

置
し
た
と
き
に
で
き
る
「
歯
石
」
も、

歯
肉
炎
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

歯
周
炎
は
、
歯
肉
炎
が
進
行
し
た
も

の
で
、
歯
茎
の
中
に
あ
る
歯
根
膜
や
歯

槽
骨
と
い
わ
れ
る
部
分
が
炎
症
を
起
こ

し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
が
進
行

す
る
と
、
歯
と
歯
茎
の
聞
に
す
き
間
が

で
き
、
歯
を
支
え
て
い
る
骨
が
な
く
な

り
、
さ
ら
に
は
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
し
は
じ

め
て
、
抜
け
落
ち
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

原
因
は
、
歯
肉
炎
と
同
じ
で
す
が
、

こ
の
ほ
か
栄
養
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
や
糖

尿
病
、
高
血
圧
な
ど
に
よ
る
影
響
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す。

歯
磨
き
と

定
期
検
診
を
習
慣
に

厚
生
省
で
は
、

「歯
が
だ
い
じ
食
べ

る
楽
し
み
い
つ
ま
で
も
」
を
ス

ロ
ー
ガ

ン
に
、
八
十
歳
で
二
十
本
の
歯
を
残
す

こ
と
を
目
標
と
し
た
、
八

O
二
O
運
動

の
推
進
を
は
じ
め
、
一
生
自
分
の
歯
で

食
べ
る
こ
と
を

P
R
し
て
い
ま
す。

で
は
、
虫
歯
や
歯
肉
炎
、
歯
周
炎
を

予
防
す
る
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
み
て
み

キ
?
し
ょ、っ。

①
毎
食
後
に
一
本
一
本
て
い
ね
い
に

歯
を
磨
く
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

歯
と
歯
茎
の
聞
は
、
歯
垢
や
歯
石
が
つ

き
や
す
い
の
で
、
汚
れ
を
取
り
除
く
よ

う
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
て
く
だ
さ
い
。

②
一
年
に
一
回
は
、
定
期
的
に
歯
科

検
診
や
歯
石
除
去
を
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
歯
垢
や
歯
石
を
除
去
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
歯
肉
炎
や
歯
周
炎
を

予
防
で
き
ま
す
。

③
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食
事

を
し
、
歯
肉
炎
や
歯
周
炎
を
引
き
起
こ

す
糖
尿
病
や
高
血
圧
に
な
ら
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

さ
あ
、
今
日
か
ら
実
践
し
、
習
慣
づ

け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

無
料
総
合
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す

今
年
も
町
と
農
協
が
一
体
と
な
り
、

総
合
健
診
を
七
月
二
日
か
ら
十
三
日
ま

で
の
期
間
中
実
施
し
ま
す
。

検
査
項
目

は
、
人
間
ド
ッ
ク
な
み
の
充
実
し
た
内

容
で
す
。

一
般
健
診
を
は
じ
め
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
な
ど
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。健

診
内
容
は
、
一

般
健
診
、
か
く
た

ん
検
査
、
胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
超
音
波
(
工

コ
|
)
、
大
腸
が
ん
検
査
、
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
で
す
。
な
お
、
詳
し
い
日
時
や
申

込
み
な
ど
は
、
後
日
、
回
覧
を
通
じ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

V
お
問
合
せ

役
場
厚
生
福
祉
課
(
宣

布
1
2
1
1
1内
線
⑭
)
ま
で
。

⑩ 平成2.6.I 広報しようわ

h
F
無
料
で
各
種
健
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
申
込
み
を
/

ノ〈ノ t・ーマーずノ

あなたの子育て

お手伝いします。
E 県教育委員会では、若い世代の親たちの子育 E

Eてをお手伝いする定め「子育て電話相談」 を開

E設しています。子育てのベテランガ子育ての不 E

Z安や悩みにあこだえしますので、お気軽にご相 E
Z談くだ、さい。

サーサ いい子に -

33-1152 
i子育てテレフォン ;

砂開設日

・月 ・金曜日 正午~午後7時30分
一 ・火・水・木曜日 正午~午後5時

;砂電話番号

[ 0552-33-1152 



保健衛生だより
月Z 予字 N 主、さS、rR tt 

乳 児健康診査 日本脳炎予防接種

実施日 受付時間及び地区 該当児場 所 実施日受付時間 該当児 場所

初回接種 6月 6日
午後 1時00分......1時30分平成元年 5月 総 (1回目) 休) 昭和61年6月1日~総

(常永地区)出生児 昭和62年5月31日
6月15日 午 後 1時30分......2時00分 合 J 初回接種 6月 13日午後l時までの出生児 合

(金) 1 西条地区) 会 (2回目) (村 "--'2時 。 会 主

午後 2時00分......2時30分平成元年8月 I 1年後の上記のいづ 昨年、初回接種を館

(押原地区) 出 生 児 館 ; 追加接種れかの日 2回済ませている者

持ち物母子手帳・問診表

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所 ※予備接種目…上記の実施日に接種を済ますことがでトきなかっ

た者について予備日として 6月25日開午後1時
午後 1時00分......1時30分平成元年11月 総 12 ~1時30分まで接種を実施します。

(常永地区) 出 生 児 掻 ※日本脳炎予防接種は任意の予防接種ですので、接種は保護 ド

6月22日午 後2時00分......2時30分 合 w 者の希望により行います。また、上記該当児以外の者であっ

(金) 1 西条地区) 会 ても 3歳以上の幼児であれば接種できますので希望者は役

午後3時00分......3時30分平成2年 2月 場厚生福祉課へ問診票を取りにきてください。
出生児館 〈注意事項〉

(押原地区) ・体温は必ずはかつてください。

-問診票の記入もれ、押印の忘れがないようにしてください。 I

西条地区西条一区西条二区清水新居西条新田 ・接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれくださしユ。
ト くつぎのような人は接種できません〉

押原地区押越河 東中島紙漉阿原 ド ①発熱している人、または著しい栄養障害者。

常 永地区築地新居飯喰河西上河東上河東二区 A 彦Z 昌 ②はしか(MMR)・BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後1か

月以内の人。
持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具 ③ 3種混合予防接種を受けてから 2週間以内の人。

※受付時間の地区割は、待ち時間を少なくするためですので ④ 1年以内にけいれん・ひきつけを起こした人。

ご承知ください。 拡 ⑤心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている人。

⑥上記に掲げる者のほか、予防接種を行うことが不適当な状

3種混合予防接種 三二巻 子あプ二、噂
日時 6月26日(火)午後 1時 '"'-'2時 乳児整形外科検診
場所総合会館 実 施 日 6月27日(水)
該当児
砂I期…昭和62年 9月1日~昭和63年 2月28日までの出生児。 受付時間 午後 1時 '"'-'1時30分

砂II期… I期 3回を完了して 1年から 1年 6か月以内の者。 場 所総合会館
砂昭和62年3月1日~昭和62年8月31日までの出生児で未接種 訪当児平成 2年2月1日~平成 2年3月31日までの出生児。
者。 持ち物母子手帳

持ち物母子手帳・問診票

〈注意事項〉 オ歳 6 か月児健康診査 l 

O体温がはかつてないと接種できません。前夜と当日の体温 実施日 6月28日(木)

い は必ず、はかつてください。 受付時間午後 l時'"'-'1時30分
1:'1 0問診票の記入もれや押印の忘れがないよう注意してくださ 場 所総合会館

い。 該当児昭和63年 10月1日~昭和63年 11月30日までの出生 陣
O接種を受付る子の健康状態がわかる人がおつれください。 児、及び前回未受診児。

〈つぎのような人は接種できません〉 持ち物 母子手帳・ 1歳 6か月児健診質問票 |: 
①発熱している者、または著しい栄養障害者。

②心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。
③はしか(MMR)、BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1 2 歳 児 歯 科 横 診

か月以内の者。
④日本脳炎予防接種後2週間以内の者。 実施日 6月 19日(火)

⑤ 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした者。 場受付時所間 総午後合会1館時'"'-'1時30分

該当児昭和63年 3月1日~昭和63年 5月31日までの出生

由子手帳受付及び一般健康相談日 持ち物晶子帳・歯についての質問票・毎日使っている

日時 6月2目的・ 12日(火)・ 29日働 コップと歯ブラシo

午前 9 時~11時30分

場所総合会館 不用犬猫収集臼
※母子手帳の交付開る方哨を持参山ださいo f 
妊娠証明書は、必要ありません。 議 場日 所時 総6合月2会9館日前(金) 午前10時20分'"'-'10時25分

: ※一般健康相談は峨以上の方を対象に血圧測定、尿検査、 3 ※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてくだ、さいo ま f 
栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしていま た、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでし
すので、お気軽にお出かけください。 っかり封をしてくだ、さいr;tc" U)?X:7C ~3tiZ ~L: Af1 T t:: -=t: T G 

ι 以、 色械、 1E 

⑪ 広報しようわ 平成2.6.I 



S月のとよみ
日 Sunday I 月 Monday I 火 Tuesday 1 水 Wedn巴sday1 木 ThursdayI 金 Friday 土 Saturday

27奇 128重 129鈴 130委 131百 11 露まちづくり月間12奇
ゴミゼロの日 水道週間 (~7 日横浜開港記念日
環境美化旬間 電波の日

気象記念日

春の球技大会 初心者テニス教室 |心配ごと相談 れんげ教室・保健婦 |れんげ教室・保健婦さんの
(押中他) 1 1 "e釜無グラウンド 1 (総合会館午後l時"-')1 さんの仕事NHK放 |仕事NHK放映(3チャンネ

午後 8 時~)I 乳児整形外科検診 映(3チャンネル・午 |ル・午前]]時15分-]]時四分)
I -.J Uj  U -LC:-II/ :V~I~I~~\ I 前11時45分~正午) Iシェイプアップ教室

3歳児健康診査 総合会館)1 1~'， I /~~~- .LJ- 'J 11")) ，_ \，~.:~~~~~t:t J I ダンス教室 I (総合会館午後 8 時~)
(総合会館)Iビリヤード教室 I ;V.0~~::;=:::{~~ 0 []:I;_ _， I I L I  ，:/" r -= ，1: 'f-":.=E I (総合会館午後 8 時~)I リハヒV教室(総合会館)

不用犬猫収集日 1 (ピックリバー 1 ¥'1""'<-1 ~"" 1 "̂-V '''' I 1母子手帳交付及びー雌康

(総合会館前)I 午後 7時30分，，-，)I 相談日(総合会館)

4強 15委世界環境デー16百 17露 18奇 19重
歯の衛生週間 | 環境週間 (~ll日吉種 |計量記念日

(，，-，悶)1書問問止推進週
r老人生さがし¥)'¥ス中rL恒三e:fE!議ーーーーーーーr-ーーー一一一一一一一ーーー一司ーーーーーーT;;.-ジ瓦教室ーー一一一一一一一一1役場開昆-ーーーーーー

込み締切り日(7P I(総合会館午後 l 時~) I I (総合会館午後8時，，-，)
参照行政 相談
初心者テニス教室 I(中央公民館午後 l 時~)
(釜無グラウンド |日本脳炎予防接種

午後 8時，，-，)I 1回目(総合会館)

平成2年 (1990年)

みなづき

水無月 Jur¥JE 

句集
時の記念日
火薬類危答予防週間

(~16 臼)

ビリヤード教室 |初心者テニス教室|心配ごと相談 |寝たきり老人入浴サ|ダンス教室 |シェイプアップ教室

(ピックリバー I (釜無グラウンド I(総合会館午後 l時，，-，)Iービス I (総合会館午後 8 時~)I(総合会館午後 8 時~)
午後 7時30分，，-，)I 午後 8時，，-，)I日本脳炎予防接種 I(総合会館午後l時，，-，)I乳児健康診査

母子手帳交付及び I2回目(総合会館) I 総合会館)

一般健康相談日

(総合会館)

3量
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24否
ハンセン病を正しく
理解する週間

(~30 日)

日本脳炎予防接種 I3種混合予防接種 |心配ごと相談 I 1歳 6ヵ月児健康|ダンス教室 |シェイプアップ教室

予備日(総合会館) I 総合会館)I (総合会館午後 l 時~)I 診査(総合会館) I (総合会館午後 8 時~)I(総合会館午後 8 時，，-，)
乳児整形外科検診母子手帳交付及び |リハビリ教室

(総合会館)I 一般健康相談日 総合会館)
(総合会館)

不用犬猫収集日

(総合会館前)

25露
円い

〆↑レ調章

友
引
憲
日

R
u
連

念

η
ζ

国
記

27重 29委 30百

※収集日が祝祭日の場合は収集業務はいたしませ

んので次回の収集日をご利用ください。

※必ず岡指定の収集袋または荷札を使って出して

ください。

※収集袋、荷札には必ず住所、氏名を記入してく

ださい。

※収集日の当日午前B時30分までに出してくださ

※可燃物、不燃物の分別はしっかりおこなってく

アごさい。

※台戸~のゴミは7J'( -切りをして出してください。毎月第4水曜日 27日

広報しようわ 平成2.6.I ⑫ 


